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社会福祉協議会とは、社会福祉法人格をも
った民間の福祉団体です。地域において住民
が主体となる住民組織と公私の社会福祉に関
する活動を行う関係者等により構成され、地
域における保健福祉上の諸課題を計画的・協
働的努力によって解決しようとする公共性・
公益性の高い民間非営利団体で、「誰もが安
心して豊かに暮らせるまちづくり」を目的と
した地域福祉を推進する組織です。

しゃきょう

総社市社会福祉協議会とは？（略して 社 協）

Soja Ci ty
Council of Social welfare

昭和
池田
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持
続
可

能
な社
会の
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主催：総社市地域自立支援協議会・総社市
お問い合せ：総社市社会福祉協議会内　ハートフルそうじゃ実行委員会　９２－８５７８

・事業所紹介
・プレイゾーン
・販売コーナー　など

・スタンプラリー
（いろんなブースを回っ
てスタンプを集めよう。
記念品がもらえるよ！）
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～地域活動支援センターゆうゆうより～

発達障がい理解講座が、10月8日から全4回にわたりは

じまりました。川崎医療福祉大学の小林信篤准教授を講師

に招き、各回テーマに基づき講義を行います。

第1回は「発達障がい児の行動の特徴」と題し、見た目

では理解されにくい発達障がいについて、行動面の特徴と

それを理解することの大切さを学ぶことができました。

受講者の皆さんからも好評をいただいており、今後も継

続して開催していきたいと思います。
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ひと

常
盤
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨
年
大
盛

況
だ
っ
た
「
常
盤
地
区
福
祉
ま
つ
り
」
を
11
月
19

日
（金）
午
前
10
時
か
ら
や
す
ら
ぎ
の
家
で
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
2
回
目
と
い
う
こ
と
で
福
祉
ま
つ
り
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、「
常
盤
地
区
福
祉

ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
常
盤
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
守
屋
浩
会
長
を
実
行
委
員
長

と
し
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
愛
育
委
員

会
、
栄
養
改
善
委
員
会
、
福
祉
委
員
会
、
婦
人
会
、

遺
族
会
な
ど
常
盤
地
区
で
活
動
さ
れ
て
い
る
各
団

体
の
代
表
者
に
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
毎
回
、
福
祉
ま
つ
り
の
内
容
に
つ
い
て
熱
の

こ
も
っ
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、「
第
2
回
常
盤
地
区
福
祉
ま
つ
り
」
で

超
え
る
大
所
帯
に
な
り
、
毎
月
1
回
、

公
会
堂
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
元
婦
人
部
の
理
解
あ
る
ス
タ
ッ
フ

6
人
と
、
男
性
2
人
で
お
世
話
役
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
が
多
い
時
で

20
人
ほ
ど
で
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
四
季

折
々
の
楽
し
い
食
事
の
準
備
や
、
ゲ
ー

ム
、
折
り
紙
づ
く
り
、
春
に
は
、
お
花

見
な
ど
。

ま
た
、
警
察
署
の
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ
な

い
た
め
の
講
演
や
カ
ラ
オ
ケ
、
素
人
演
芸
、
神
楽
、

手
品
な
ど
な
ど
。

先
月
は
、
愛
好
会
の
皆
さ
ん
の
傘
踊
り
な
ど
、
地

域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
込
ん
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
同
士
の
お
し

ゃ
べ
り
や
情
報
交
換
を
通
じ
て

笑
顔
の
絶
え
な
い
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
11
月
か
ら
は
市
介
護

保
険
課
の
協
力
を
得
て
「
い
き

い
き
百
歳
体
操
」
も
始
め
る
予

定
で
す
。

現
在
、
池
田
地
区
に
は
4
か
所
の
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は

下
槙
谷
地
区
『
サ
ロ
ン
や
す
ら
ぎ
』
を

紹
介
し
ま
す
。

「
一
人
の
福
祉
委
員
の
地
元
に
、
高

齢
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
」
と
…
こ
う

し
て
生
ま
れ
た
、
サ
ロ
ン
や
す
ら
ぎ
も

9
月
で
13
回
目
を
数
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

始
め
た
頃
は
、
5
人
ぐ
ら
い
の
小
さ

な
サ
ロ
ン
で
し
た
が
、
今
で
は
20
人
を

予
定
し
て
い
る
内
容
は
、
各
団
体
に
よ
る
お
に
ぎ
り
や
ち
ら
し

寿
司
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
販
売
の
ほ
か
、
常
盤
地
区
で
行
わ
れ

て
い
る
サ
ロ
ン
活
動
の
紹
介
、
演
芸
や
講
演
会
な
ど
老
若
男
女

問
わ
ず
誰
も
が
楽
し
め
る
企
画

を
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
開
催
予
定
の
「
第
2

回
常
盤
地
区
福
祉
ま
つ
り
」
も

多
く
の
参
加
者
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
常

盤
地
区
の
『
ふ

れ
あ
い
の
輪
』

が
よ
り
一
層

広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
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園児とのつながり

＆

防災意識の共有

地区の中での情報
の共有を考える

5

7
月
7
日
、
七
夕
さ
ま
の
日
に
秦
幼

稚
園
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
一
環
で

民
生
委
員
、
福
祉
委
員
が
笹
や
き
ゅ
う

り
、
な
す
を
持
っ
て
訪
問
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
と
馬
や
牛
を
作
っ
た
り
願
い

ご
と
を
書
い
た
短
冊
を
結
び
付
け
た
り
、

歌
を
唄
っ
た
り
、
福
祉
委
員
さ
ん
の
手

品
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
明
る
い

園
内
、
明
る
い
園
児
た
ち
で
安
心
し
て

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

「
こ
ん
ば
ん
は
〜
」
の
挨
拶
で
集

ま
っ
て
く
だ
さ
る
民
生
委
員
・
福
祉

委
員
・
地
区
の
代
表
者
・
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
地
区
社
協
な
ど

関
係
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
小
地
域

ケ
ア
会
議
委
員
。

こ
の
会
議
は
2
か
月
に
1
度
、
夜

7
時
か
ら
地
区
の
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
す
。

今
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、

見
守
り
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
70

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
・
高
齢
者
世

帯
の
個
人
台
帳
作
成
で
す
。
こ
の
台
帳

の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
に
な
る

方
と
委
員
さ
ん
と
の
「
つ
な
が
り
」
が

大
変
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
何
し
ろ
巷
で
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
て

い
る
個
人
情
報
で
す
か
ら
…
。」

し
か
し
、
今
回
、
対
象
に
な
る
方
全

員
の
同
意
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

お
互
い
の
信
頼
関
係
が
つ
な
が
っ
て
い

る
証
拠
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

『
い
つ
ま
で
も
我
が
家
で
元
気
に
暮
ら

し
て
い
た
だ
く
た
め
』

私
た
ち
委
員
は
、
出
来
上
が
っ
た
、
こ
の
台
帳
を
よ

り
有
効
に
活
用
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
を
よ
り
広
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
戸
別
に
配
布
し
た
「
山
田
地
区
社
協
だ

よ
り
」
に
も
小
地
域
ケ
ア
会
議
の
内
容
を
わ
か
り
や
す

く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地
区
全
体
で
住
み
良
い
「
私
た
ち
の
山
田
」
を
目
指

し
ま
す
。

9
月
27
日
、
秋
晴
れ
の
朝
、
小
型
バ

ス
で
民
生
委
員
・
福
祉
委
員
等
合
同
で

総
社
市
内
を
移
動
研
修
し
ま
し
た
。
ま

ず
、
今
年
の
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
と
き
わ
公
園
（
防
災
機
能
を
兼
ね
備

え
た
公
園
）」
に
行
き
ま
し
た
。
5
0

0
0
人
の
3
日
分
の
飲
料
水
を
貯
水
で

き
る
耐
震
性
貯
水
槽
が
地
中
に
埋
め
込

ま
れ
て
い
た
り
、
非
常
食
な
ど
の
備
蓄

倉
庫
に
災
害
対
策
用
乾
パ
ン
も
保
管
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
我
が
秦
地
区
の
防
災

機
能
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
心
配

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
署
で
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
の
重
要
性
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
に
給
食
お
弁
当
を
渡
す
時
、
情

報
周
知
の
た
め
話
し
伝
え
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
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R180号

至総社駅

至
豪
渓

至
東
総
社
駅

リブ21

Ｊ
Ｒ
伯
備
線

Ｊ
Ｒ
伯
備
線

Ｊ
Ｒ
伯
備
線

JR吉備
線

アイデイ

OSKスポーツクラブ
総社

総社西中

藤井整形
外科病院

現在4歳から高校生までの障がいのあるお子様が、
利用しています。苦手なことに、一生懸命取り組ん
だり、得意なことを更に伸ばしていくことを目指し
ています。
また、食事、着脱、排泄といった基本的な生活習

慣についても、保護者の方と共に支援方法を考えて
いきながら自立できるように支援していきます。

平日：　　　13：00～18：00
土・日・祝：10：00～16：00
長期休暇（春休み・夏休み・冬休み）

10：00～16：00

（牛乳パックや発泡トレーを使った制作・　
ぬりえ・お絵かきなど）

（ホットケーキミックスで作れる簡単お
やつ）

（子どもたちにも、できる範囲内でお手伝
いしてもらいます）

Normalization ノーマライゼーションとは、すべての人が普通の生活ができるよう、ともに暮ら
し、ともに生きていくことをめざす社会が正常な社会であるという考え方です。
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種　　別 金　　額 寄　付　者 住　所 

一般寄付 
香典返し 

4,634円 
30,000円 
10,000円 

アステアユニオン 
角野　忠義　　　　亡妹（栄） 
竹田　敏治　　　　亡父（清） 

真壁 
見延 
影 

 

天野　　浩 

横田　通惠 

小原　裕江 

横田　敏隆 

小林万亀弘 

井田　直巳 

塚常　泰子 

森谷　秀男 

中山　　博 

佐野　裕二 

q杉　真人 

　田　　修 

秋山馬佐子 

加藤　正徳 

片山　浩之 

野瀬　伸行 

林　　伸樹 

江口　仁計 

岡　　方子 

高木　正治 

在間　幸子 

　持　郁男 

福田芙美子 

横田　　進 

小西　正夫 

武田　　守 

塩津　容子 

▽香典返し  

亡妻（友子） 

亡夫（満定） 

亡夫（功） 

亡妻（貞子） 

亡父（昭） 

亡父（静一） 

亡義母（綾子） 

亡母（百合子） 

亡父（幸市） 

亡義父（和男） 

亡父（信一） 

亡母（孝子） 

亡夫（稔） 

亡妻（愛子） 

亡父（義弘） 

亡兄（勤） 

亡父（博士） 

亡母（玉子） 

亡夫（顕） 

亡父（正夫） 

亡夫（一義） 

亡祖母（正子） 

亡夫（　久） 

亡妻（多美子） 

亡妻（玄子） 

亡父（桂三） 

亡夫（義和） 

 

井尻野 

泉 

秦 

中原 

清音柿木 

種井 

日羽 

倉敷市 

下倉 

清音軽部 

日羽 

見延 

小寺 

総社 

下林 

秦 

泉 

清音三因 

下倉 

愛知県東郷町 

槙谷 

西郡 

久代 

地頭片山 

井尻野 

東阿曽 

総社三丁目 

寄　付　者 住　　所 

 

守安　功次 

中村　史郎 

本行　　潔 

加藤　親惠 

松森萬喜子 

菅　　益惠 

中村　幸策 

岩佐　一正 

矢吹　清志 

光畑　綾女 

栢野雄喜人 

平田　千尋 

尾川　康文 

室山　好徳 

野瀬　一樹 

石井　秀男 

高杉　正道 

q木　浩二 

山下　紀一 

坪井　浩知 

匿　　　名 

三上　信夫 

田中　正二 

杉生　訓昭 

安田　泰二 

茅原　慎二 

守屋　正人 

 

上林 

三輪 

見延 

真壁 

井尻野 

泉 

駅前一丁目 

溝口 

岡崎市 

長良 

久米 

久米 

井手 

宿 

中央一丁目 

西阿曽 

中尾 

真壁 

久米 

秦 

秦 

神戸市 

新本 

三須 

日羽 

門田 

溝口 

寄　付　者 住　　所 

 

亡母（操） 

亡父（達夫） 

亡母（満喜江） 

亡母（熊野） 

亡父（一郎） 

亡夫（行雄） 

亡長男（泰盛） 

亡母（充） 

亡母（納冨子） 

亡夫（一郎） 

亡父（登） 

亡父（武） 

亡父（忠幸） 

亡母（君代） 

亡母（總子） 

亡母（ユミ） 

亡母（杉子） 

亡父（清人） 

亡父（博三） 

亡母（露子） 

 

亡母（静賀） 

亡父（叔朗） 

亡祖父（正直） 

亡母（仲野） 

亡母（文子） 

亡妹（和子） 

寄　付　者 住　　所 

▽篤志寄付・篤志品  

匿　　　名 

匿　　　名 

山本　浩史 

 

福井 

久米 

岡谷 

※ご了承をいただいた方についてのみ、原則として紙面上に寄付金額を掲載さ
せていただいております。

下記については、金額の多寡にかかわらずご希望により寄付金額は掲載しておりません。

（平成22年7月20日から平成22年10月20日まで　敬称略）

〜
訂
正
と
お
詫
び
〜

・
平
成
22
年
9
月
発
行
の
み
ん
な
の
ち
い
き
ふ
く
し

23
号
11
ペ
ー
ジ
の
ご
寄
付
の
欄
で
、「
横
田
直
隆
　
亡

父
（
好
清
）」
は
、「
横
田
直
隆
　
亡
長
男
（
好
清
）」

の
誤
り
で
し
た
。

こ
こ
で
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

市社会福祉協議会は、9月25日（土）26日（日）に開催された「れとろーど」に休憩
所・福祉バザーとして参加させていただきました。両日のバザーでの売り上げは福祉の
ために活用させていただきます。バザーの品物を提供してくださった方、また、当日品
物を買っていただいた方、ご協力ありがとうございました。

ありがとうございました　
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T
E
L（
0866）

92-8555
F
A
X
（
0866）

94-0089
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http
://w
w
w
.so
jasyakyo

.o
r.jp
   

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
info
@
so
jasyakyo

.o
r.jp

「みんなのちいきふくし」は、赤い羽根共同募金
配分金の一部を利用して発行しています。


